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[bookmark: _Toc284867353]第1章　はじめに（見出し１を指定）

[bookmark: _Toc284867354]1-1　節のタイトル（見出し２を指定）

　上記のように、「章」と「節」のタイトルの前後には、１行空きを入れます。こうすると、見やすくなります。

[bookmark: _Toc284867355]1-1-1　項のタイトル（見出し３を指定）
　「項」の前には１行空きを入れ、後ろには空きを入れずに、このように文章を続けると良いでしょう。

[bookmark: _Toc284867356]1-1-2　項のタイトル（見出し３を指定）
　ほげほげ。ふがふが。

[bookmark: _Toc284867357]1-2　節のタイトル（見出し２を指定）

↓章が終わったら、Ctrl+Enterで改ページを入れます。


[bookmark: _Toc284867358]第2章　章のタイトル（見出し１を指定）

[bookmark: _Toc284867359]2-1　説のタイトル（見出し２を指定）

　以下同様。
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※参考文献は、上記の書式を参考にして作成してください。上から、
· 一般の書籍の場合
· 翻訳書の場合
· 書籍の中の１つの章を参照した場合
· 研究誌の中に掲載された論文を参照した場合
· 英語の書籍の場合
· 英語の研究誌に掲載された論文の場合
· インターネットサイトを参照した場合
です。
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